
飯舘村「までいな心の復興」事業
　飯舘村「までいな心の復興」事業は、平成29年度から、国の交付金を活用して実施している
補助事業。村民の皆さんが、自ら活動の機会を創出し、他者とのつながりや生きがいを持って
前向きに活動、生活することを支援しています。
　飯舘村「までいな心の復興」事業を活用している団体は、今年度から２団体が加わり、全６
団体となっていて、それぞれに目的を持ち、工夫を凝らした活動を展開しています。ここでは、
その取り組みやこれまでの足跡を紹介します。
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村民が参画し主体的かつ継続的に行う下記のような事業を補助しています。
❶ 地域コミュニティの再生及び新たな構築に向けた事業
❷ 村民の心身のケアや生きがいづくりに向けた事業
❸ 被災の風化防止に関して発信効果のある事業
❹ 地域活性化に向けて波及効果のある事業
❺ その他、村長が認める事業

事業の概要

長泥復興組合

長泥地区第１回植樹祭

今年度からこの補助事業を活用し「長泥
行政区の再生―色彩豊かな花の郷―事
業」を行います。地区を「花の郷」として
復興させることを目的に、全区民で構成
する組合が主体となり、村や環境省、ボ
ランティアと協力して事業を展開します。

10月23日の植樹祭にて。右から竹谷副大臣、鴫
原清三実行委員長、鴫原新一区長、杉岡村長。

10月23日に「長泥復興組合」が開催した植樹祭。桜並木を望む峠の公園で、記念式典を行いました。
実行委員長の鴫原清三さん、鴫原新一区長ら行政区の皆さんをはじめ、全国各地から駆けつけたボ
ランティアなど約100人が集い、竹谷とし子復興副大臣や杉岡村長らも記念の植樹を行いました。

植樹祭では公園の他、国道や白鳥神社周辺に
シダレザクラなど61本の苗木を植樹。

飯舘村「までいな心の復興」事業

オープンガーデン飯舘
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周辺の美化活動を通して地域環境を整
備しようと平成30年に活動をスタート。
花を通した交流や協働を生きがいづく
りにもつなげています。また、交流人口
の拡大を目指し、オープンガーデンや花
の名所を記したマップも製作しました。

「花のまち柴田」として行政と町民が協働する宮
城県柴田町で今年度の視察研修を行いました。

自宅の庭や沿道の花壇を花で彩り、
景観美化や交流に努めています。 活動場所には会

の看板を設置。
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補助額の上限は200万円です。
❺については最大150万円まで
追加が可能です。
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